
令和５年度 行政評価 進捗管理シート
目指す姿

施策の主な取り組み

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業の評価

施策の方向性（改善策）

（第5次総合計画 前期基本計画 59-61 ページ）

政策名 3 誰もが等しく、生涯輝き続けるために。（人権・協働・文化）
誰もが個人として等しく尊重され、自らの意思によって個性と能力を発揮できる社会が
実現している。

施策名 12 人権・多様性の尊重

概要 総合戦略

①ー１ 人権啓発事業
香芝市人権教育推進協議会や各種団体と連携し、広報活動やセミナー等を開催し、市民へ人権
に関する正しい知識や情報を提供します。

―

ＳＤＧｓ該当分野

① 人権啓発の推進と学習機会の提供

人権に関する啓発活動や学習機会の提供を通じて、市民の人権への理解や認識の向上を図り
ます。

№ 名称

市民集会参加者数 人 「人権を考える香芝市民集会」の参加者数 150 180 220 250 150

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）
指標名 単位 算出方法（指標説明）

計画当初 目標値 前年度実績値

150 150 150 100.0% 83.3% 市民環境部
市民協働課

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

82.1% 市民環境部
市民協働課

② 男女共同参画によるまちづくりの推進

男女共同参画に関する啓発活動や学習機会の提供を通じて、市民の男女共同参画意識のさら
なる醸成・高揚を図ります。

№ 名称 概要 総合戦略

90 44.1 65 57.7 57.5 88.5%人権啓発事業認知度 ％
人権に関する市民アンケートで「市が実施する人権啓発事業を知っ
ている」と回答した人数／全回答者数（事業参加者対象）

64 70 80

②ー１ 男女共同参画推進事業

男女共同参画社会への理解を深めるため、父子を対象とした体験型の講習会の実施や市民を対
象とした学習会等を開催します。また、関係機関と連携し、女性の就労支援に係るセミナーの実
施や相談窓口を開設します。多様な視点を政策方針に取り入れるため、市の審議会への女性登
用を促します。

●

指標名 単位 算出方法（指標説明）
計画当初 目標値 前年度実績値

市職員の管理職に占める女性割合 ％ 市職員の女性管理職数／市職員の管理職数 29.7 30 30 30 31.4

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）

30 37.5 37.3 124.3% 124.3% 市民環境部
市民協働課

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

87.0% 市民環境部
市民協働課

№ 事業名
今年度の事業評価 今後の方向性

担当所管
実績と課題

担当課
評価

(A/B/C)

30 23.5 30 26.1 26.1 87.0%市の審議会への女性委員登用率 ％ 審議会等における女性委員数／審議会等における委員数 26.4 30 30

３視点
所管判定

方向性の内容（改善策）
※３視点評価の点数（１００点満点）が６５点以下の視点については、

現状を改善し、高めていくための方策等について記入
今年度の事業実施計画

成果の方向性
必要性

有効性
コストの方向性

効率性

依然として差別事象が発生していることを踏まえ、人権啓発は継続していくことが重
要であることから、コストは現状維持しつつ、広報の方法を工夫しながら、今後もテー
マを変えて事業を継続していく。

市民環境部
・くらしを考える講座の開催（年６回の予定）
・市民集会の開催（７月開催予定）
・人権啓発パネル展の開催（７月予定）

77

現状維持

市民協働課

①ー１ 人権啓発事業 【実績】
・くらしを考える講座を６回（６月・７月・８月・１０月・１1月・２月）開催した。参加
人数（見込み）：250人（市民集会除く）
・市民集会を７月に開催した。参加人数 １５０人。
【課題】
・人権啓発事業認知度につき、昨年度から上昇しているものの目標値の達成に
は至らなかったことから、より多くの人に人権啓発事業について知り、参加して
もらえるよう、周知方法や講演内容について検討が必要。

Ａ

75
現状維持

75

共働きの家庭が増加する一方で、家事の役割分担などまだまだ性別の固定的概念が
残っていたり、多様な生き方を尊重しなければならないことから、現状の方向性で事
業を維持していく。

市民環境部
・「男性いきいきセミナー」の実施（年２回を予定）
・女性の就労支援に係るセミナーの実施（年２回を予定）
・男女共同参画推進委員会の実施（年２回を予定）

67

現状維持

市民協働課

②ー１ 男女共同参画推進事業 【実績】
・男性いきいきセミナーを２回（４月・９月）開催した。参加人数 60人。
・女性の就労支援「マザーズセミナー」を２回（10月・３月）開催した。参加人数
（見込み）：２０人。
・男女共同参画推進委員会を２回（８月・２月）開催した。
【課題】
・女性の就労支援「マザーズセミナー」の参加人数が少ない。より多くの人に参
加してもらえるよう日時や場所、周知方法等検討する。

Ａ

80
現状維持

87

担当課評価 成果の方向性 コストの方向性

次年度の方向性
・現行の取組により一定程度の効果が出ており、引き続き人権や多様性を尊重する意識を高める必要があ
ることから、現状の方向性で施策を維持していく。

Ａ 2 事業 拡充 0 事業 拡大 0 事業

Ｂ 0 事業 現状維持 2 事業 現状維持

休廃止 0 事業 休廃止 0 事業

2 事業

Ｃ 0 事業 縮小 0 事業 縮小 0 事業



令和５年度 行政評価 進捗管理シート
目指す姿

施策の主な取り組み

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業の評価

　

施策の方向性（改善策）

（第5次総合計画 前期基本計画 62-63 ページ）

政策名 3 誰もが等しく、生涯輝き続けるために。（人権・協働・文化）
市民一人ひとりが「まちの担い手は自分自身」という自治意識を持ち、市民みんなが地域
に誇りと愛着を持っている。

施策名 13 地域コミュニティの醸成・活性化

概要 総合戦略

①ー１ 自治会活動支援事業
自治会活動や防犯カメラ・防犯灯等の設備の整備に対して、補助金の交付等の支援を行います。
また、自治会及び自治連合会と連携し、自治会未加入者への加入促進を図るとともに、自治会と
各種地域団体の連携を促進し、地域活動の活性化を図ります。

●

ＳＤＧｓ該当分野

① 自治会活動の支援

円滑な自治振興の実現のため、地域コミュニティの核である自治会の安定的な運営を支援しま
す。また、自治会の協力のもと、地域の安全安心に関わる設備等の設置を促進します。

№ 名称

自治会加入率 ％ 自治会加入世帯数／４月１日時点の世帯数 87.2 88 90 92 84.1

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）
指標名 単位 算出方法（指標説明）

計画当初 目標値 前年度実績値

85.0 83.5 83.5 98.2% 94.9% 市民環境部
市民協働課

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

0.0% 市民環境部
市民協働課

② 市民公益活動団体の支援

ボランティアやNPO等の市民公益活動団体の地域での活動を支援することで、地域の活性化
を促進します。また、市民公益活動団体同士が繋がり、発展できるように、コーディネーターの
役割を担います。

№ 名称 概要 総合戦略

3 1 1 0 0 0.0%
自治連合会と地域団体との協働事業実施
回数

回 自治連合会と地域団体との協働事業実施回数 0 1 2

②ー１ 市民公益活動団体支援事業
市民公益活動団体の活動に対して、補助金の交付等の支援を行います。また、活動報告会や市民
主体のイベントを実施することで、団体同士のつながりや市民や市内事業者等、あらゆる主体と
の相互交流の機会を設け、市民活動のさらなる活性化を図ります。

●

指標名 単位 算出方法（指標説明）
計画当初 目標値 前年度実績値 今年度の進捗

担当所管
（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値

中間値
（９月末）

実績値
（年度末）

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

まちづくり提案活動支援事業補助金申請件
数

件 まちづくり提案活動支援事業補助金の申請件数 19 25 25 30 16

担当所管
実績と課題

担当課
評価

(A/B/C)

３視点
所管判定

方向性の内容（改善策）
※３視点評価の点数（１００点満点）が６５点以下の視点については、

現状を改善し、高めていくための方策等について記入

17 20 20 117.6% 80.0% 市民環境部
市民協働課

今年度の事業実施計画
成果の方向性

必要性

有効性
コストの方向性

効率性

№ 事業名
今年度の事業評価 今後の方向性

・集会所等整備補助金の補助対象の追加及び通信機器等導入補助金の策定を行い、
地域住民の福祉の増進や自治会業務の効率化及び負担の軽減を支援する。
・自治会の加入率が減少してきているが、自治会は地域に根ざした互助の基礎となる
組織なので、自治会活動が継続していけるように引き続きパンフレット配布を行い、加
入率向上に努める。

市民環境部
・転入者に自治会加入促進のパンフレットを配布
・自治会活動及び自治会が設置する防犯灯・防犯カメラ・放送設備・集会所への補助
・自治連合会と地域団体との協働事業に係る実施方法の調査・検討

72

拡大

市民協働課

①ー１ 自治会活動支援事業
【実績】
・転入者や自治会館等に自治会加入促進のパンフレットや啓発品を配布した。
(パンフレット：月平均約５０部、啓発品ウェットティッシュ：月平均約３０個)
・自治会が実施する防犯灯・防犯カメラ・放送設備・集会所等の整備事業につい
て、自治連合会総会や定例会の際に自治会長へ活用を促すとともに、適切に補
助を行った。
【課題】
・自治連合会と地域団体との協働事業に係る実施方法について、年１回実施す
る自治連合会研修会において、講師として地域団体を招くなどの検討が必要で
ある。

Ｂ

100
拡充

85

・さまざまな市民団体が活発に活動することでまちの活性化につながることから、まち
づくり提案活動支援事業は今後も継続していく。
・説明会だけでなく、申請時の個別相談など現在対応していることを継続する。
・スキルアップセミナーの参加者を増やせるよう広報を工夫し、年２回の開催を継続す
る。

市民環境部
・まちづくり提案活動支援事業補助金事業実施
・補助金申請の説明会実施
・スキルアップセミナー開催

72

現状維持

市民協働課

②ー１ 市民公益活動団体支援事業 【実績】
・補助金申請は一次募集で15団体17事業、追加募集で3団体3事業の応募が
あった。
・スキルアップセミナーを２回開催し、1回目はSNSをテーマとし、参加人数１５
名であった。２回目は地域活動のコツをテーマとし、見込参加人数１５人である。
【課題】
・行政提案型の事業について、事業内容の調整を適切に行えるよう市民団体と
テーマ担当課に周知していく必要がある。

Ａ

85
現状維持

75

担当課評価 成果の方向性 コストの方向性

次年度の方向性
・引き続き、自治会活動や防犯カメラ・防犯灯等の整備に対しての補助金の交付等の支援や、自治会加入
率向上の啓発事業を行う。
・まちづくり提案活動支援事業の周知について、引き続きSNS等の活用を継続する。

Ａ 1 事業 拡充 1 事業 拡大 1 事業

Ｂ 1 事業 現状維持 1 事業 現状維持

休廃止 0 事業 休廃止 0 事業

1 事業

Ｃ 0 事業 縮小 0 事業 縮小 0 事業



令和５年度 行政評価 進捗管理シート
目指す姿

施策の主な取り組み

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業の評価

施策の方向性（改善策）

（第5次総合計画 前期基本計画 64-65 ページ）

政策名 3 誰もが等しく、生涯輝き続けるために。（人権・協働・文化）
多種多様な文化活動が活発に行われ、さまざまな文化が共生する、個性豊かなまちが形
成されている。

施策名 14 文化芸術の振興・多文化共生

概要 総合戦略

①ー１ 文化施設管理・運営事業
指定管理者制度による文化施設の維持管理を行い、効率的な運営体制を構築します。また、施設
の機能性の向上やイベント開催を通じて、市民の文化活動を促進します。

●

ＳＤＧｓ該当分野

① 文化の発信・創造・交流の支援

多くの市民がさまざまな文化に触れ、多様な見識や価値観を養うことのできる機会を創出しま
す。また、市民の自主的・創造的な文化活動を支援し、文化振興につなげます。

№ 名称

①ー２ 地域交流センター管理・運営事業
指定管理者制度による地域交流センターの維持管理を行い、効率的な運営体制を構築します。
また、施設の機能性の向上やイベント開催を通じて、地域での市民交流を活発化します。

●

指標名 単位 算出方法（指標説明）

計画当初 目標値 前年度実績値

ふたかみ文化センター稼働率 ％ 年間稼働枠数／年間利用可能枠数 44.2 45 48 50 39.5

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）

43.0 35.7 39.8 92.6% 88.4% まなび推進局
生涯学習課

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

68.0% まなび推進局
生涯学習課

地域交流センター稼働率 ％ 年間稼働枠数／年間利用可能枠数 23.6 25 30 35

108,000 64,291 70,000 31,584 66,000 94.3%ふたかみ文化センター利用者数 人 ふたかみ文化センターの利用者数 89,790 97,000 105,000

市民環境部
市民協働課

地域交流センター利用者数 人 地域交流センターの利用者数 48,620 55,000 66,000 77,000 48,451

27.7 29.0 27.3 27.9 96.2% 111.6%

② 多文化理解と国際交流の推進

国際理解を通じて、さまざまな文化の在り方や考え方、価値観、感じ方の違いを認め合える風
土を醸成します。

№ 名称 概要

49,000 25,610 52,302 106.7% 95.1% 市民環境部
市民協働課

総合戦略

②ー１ 文化・国際交流活動事業
国際交流活動を行っている市民、地域団体、事業者等と連携し、セミナーやイベント等を開催しま
す。

●

担当所管
（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値

中間値
（９月末）

実績値
（年度末）

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

方向性の内容（改善策）
※３視点評価の点数（１００点満点）が６５点以下の視点については、

現状を改善し、高めていくための方策等について記入
今年度の事業実施計画

成果の方向性
必要性

有効性
コストの方向性

効率性

指標名 単位 算出方法（指標説明）
計画当初 目標値 前年度実績値 今年度の進捗

市民環境部
市民協働課

№ 事業名
今年度の事業評価 今後の方向性

担当所管
実績と課題

担当課
評価

(A/B/C)

３視点

6 4 3 4 100.0% 133.3%国際交流事業実施回数 回 国際交流事業の実施回数 2 3 4 4

所管判定

【成果の方向性】
文化施設については、老朽化に対応する必要があるが、施設の複合化に関する方針に
より、今後の対応が異なることもあり、その状況により臨機応変な対応が必要となる。
また指定管理期間満了(R7.3.31)に伴う次期指定管理者選定については、指定管理
期間の設定や委託業務内容について、関係所管と連絡調整して進める必要がある。
またかしばアートweeeeek（美術展覧会）は昨年初開催し、好評であり、文化芸術に
対する市民のニーズも高いことから、引き続き事業内容を改善しながら指定管理者と
ともに事業を進めていく。
【コストの方向性】
文化施設に関するコストは老朽化に対応する必要がある。アートweeeeekについて
はコスト維持を図りながら事業内容の見直しも行っていく。

まなび推進局・指定管理者による施設の運営、維持管理
ふたかみ文化センターが市民にとって利便性の高い施設であるように、指定管理者と
の情報共有等を図り、随時市民への対応や維持管理に対応する。
・施設の利用促進
施設の利便性向上を図り、稼働率向上を図るため、広報等により施設の利用促進を図
る。
・施設の改修、広域連携、次期指定管理者の選定
地下消防設備の改修・更新のため、設計、工事について進める。また施設の広域利用
のための管財課、指定管理者との連絡調整、また来年度の指定管理者選定に向けての
準備を進める。
・かしばアートweeeeek（美術展覧会）
毎年開催している市美術展に加え、指定管理者とも協働し、文化芸術の機会に触れる
イベントを10-11月頃に開催する。
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現状維持

生涯学習課

①ー１ 文化施設管理・運営事業

◎文化施設の運営、維持管理　他
【実績】
・稼働率、利用者数とも、コロナ5類移行の影響もあり、微増となっており、利用
者が戻りつつあるものの、コロナ前の状況とは遠い。
・文化施設の管理については、法定期限を過ぎて喫緊の課題となっていた消防
設備改修を現在進めており、年度末に完了予定。近隣市町との施設の広域相互
利用は管財課、指定管理者と連携しながら実証実験を実施中であり、今後効果
検証予定。
・次期指定管理者の選定は、今後の公共施設再編（複合施設等のあり方）の方針
の決定後に期間等設定を進める。
・運営については、指定管理者と随時の調整や年度４回の連絡調整会議により
情報共有、協議を図っている。指定管理者による講座、イベント、コンサート等は
コロナ禍が一段落したこともあり多種多様に企画いただいており、参加者数や
アンケート結果等から好評であるので、引き続き市民に文化・芸術に触れる機
会を創出いただけるよう連携して進める。
【課題】
施設全体の老朽化や備品の故障・破損により、利用者にとって満足度の高い施
設運営となっていない。公共施設再編の動向と協調しながら、施設の更新を
図っていく。
◎かしばアートweeeeek（美術展覧会）
【実績】
今年度で２回目の開催となるが、美術展覧会では135品の出品、534名の来
場者があった。また昨年に引き続き、チャレンジドアート（障がい者の作品展）や
指定管理者や図書館、博物館とコラボした文化芸術イベントを開催。
【課題】
美術展覧会は、公民館と文化センター２施設にまたがって開催。会場がまたが
る不便さの声を多数聞いており、次年度の課題である。

Ｂ

64

現状維持

56

・令和５年５月８日付けで新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことから、
利用者数の増加が見込める。また自主事業等については、中止していた事業の順次再
開に加え、新規事業を実施する予定であるので、引き続き指定管理者との連携を取り
ながら事業を進めていく。

市民環境部・指定管理者による施設の運営、維持管理
　（指定管理者：白鳳台自治会（令和５年度～９年度））
・指定管理者による施設の利用促進
　（指定管理者自主事業として、いきいき百歳体操等を実施予定）

80

現状維持

市民協働課

①ー２ 地域交流センター管理・運営事業
【実績】
・指定管理者による施設の運営、維持管理が適正に行われた。
・利用者数は目標値を大きく上回っており、利用促進が図られたとともに、新規
の自主事業（こども食堂）を実施したことで、新たな利用者ニーズの発掘も行っ
た。
【課題】
・他施設と比較すると比較的新しい施設ではあるが、供用開始から６年が過ぎ、
予防的観点をもった日常点検を行う必要がある。

Ａ

95
現状維持

90

・市民の国際理解・国際交流を促進するため、国際交流啓発セミナーを継続して実施す
る。
・７月末のCIR退任に伴いインスタグラムを10月末に閉鎖予定。

市民環境部

・異文化を学ぶ国際交流セミナーの開催
・CIRによるインスタグラムでの発信

69

現状維持

市民協働課

②ー１ 文化・国際交流活動事業 【実績】
・CIRを講師として国際交流セミナーを3回、市民の協力で１回、計４回開催する
ことができた。内容は子どもと保護者で参加するものや、講演会形式のもので
あった。
【課題】
・CIRが７月末で退任し、今後の国際交流セミナーの講師をどうするかが課題。

Ａ

75
現状維持
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事業

担当課評価 成果の方向性 コストの方向性

Ｂ 1 事業 現状維持 3 事業

0

次年度の方向性

・目指す姿である「多種多様な文化活動が活発に行われる」ことを実現するため、指定管理者との連絡調整
を図りながら、ソフト面での充実を図っていく。
・引き続き指定管理者との連携を取り、適切な貸室事業や自主事業を通じて、地域住民の相互交流を促進
する。
・奈良県の国際交流員（CIR）派遣制度等を活用し、市民の国際交流の機会を確保する。

Ａ 2 事業

Ｃ 0 事業 縮小 0

拡充 0 事業 拡大 0

事業

休廃止 0 事業 休廃止 0 事業

現状維持 3 事業

事業 縮小



令和５年度 行政評価 進捗管理シート
目指す姿

施策の主な取り組み

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業の評価

（第5次総合計画 前期基本計画 66-68 ページ）

政策名 3 誰もが等しく、生涯輝き続けるために。（人権・協働・文化）
いつでも、どこでも、誰でも、楽しく生涯学習やスポーツに取り組むことができる環境が
整っている。

施策名 15 生涯学習とスポーツ活動の充実

概要 総合戦略

①ー１ 生涯学習機会提供事業
美術展覧会、生涯学習講演会等の各種講座を開催します。また、生涯学習関係団体の育成・交流
の環境づくりを行います。

●

ＳＤＧｓ該当分野

① 生涯学習機会の充実

「いつでも、どこでも、誰でも」学べる生涯学習社会の実現に向けて、多様な講座を開催するな
ど学習できる機会と場の充実を図るとともに、成果を生かせる場づくりを行います。併せて生
涯学習関係団体の育成・交流を促進します。

№ 名称

中央公民館利用率 ％ 年間稼働枠数／年間利用可能枠数 32.2 35 35 35 24

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）
指標名 単位 算出方法（指標説明）

計画当初 目標値 前年度実績値

35 27 27 77.1% 77.1% 教育部
生涯学習課

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

71.9% 教育部
生涯学習課

② スポーツ活動の充実

地域のスポーツ・レクリエーション関係団体等の多様な主体と協働し、スポーツできる機会と場
の充実を図るとともに、総合体育館、健民グラウンド等のスポーツ施設の利用を促進します。

№ 名称 概要 総合戦略

74,000 31,374 40,000 22,615 50,340 125.9%中央公民館利用者数 人 中央公民館の利用者数 69,098 70,000 72,000

②ー１ スポーツ活動支援事業
さまざまなスポーツ・レクリエーション教室、イベント等を通年、開催します。また、研修会等の開
催によりスポーツ・レクリエーション関係団体の育成を支援します。

●

指標名 単位 算出方法（指標説明）
計画当初 目標値 前年度実績値

社会体育施設利用率 ％ 年間稼働枠数／年間利用可能枠数 48.7 51 51 51 54

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）

56 54 54 97.0% 106.5% まなび推進局
生涯学習課

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

③ 図書館機能の充実 

市民が幅広い知識や情報を得て、心豊かでいきいきとした人生を送るため、図書館資料や情報
の提供だけでなく、学習や活動の場の提供等も行いながら、読書の普及啓発と図書館の利用促
進を図り、地域の拠点となる図書館づくりを進めます。

№ 名称 概要 総合戦略

240,000 205,625 246,000 119,797 236,820 96.3%社会体育施設利用者数 人 社会体育施設の利用者数 181,146 220,000 230,000

③ー１ 資料情報提供事業
図書・視聴覚資料等の資料や情報を収集・保存し、提供します。また、図書館の利用が困難な方等
には、読書サポート等のサービスの充実を図るとともに、電子書籍の充実や移動図書館車「ぶっ
くる号」の巡回等により、利用環境の整備を推進します。

●

③ー２ 読書普及活動事業
図書館でおはなし会や読み聞かせ会等を開催するほか、学校・幼稚園・保育所等を訪問し、ブック
トークやおはなし会等を行います。また、各種講座、さまざまな展示イベントを開催します。

●

107.6% まなび推進局
生涯学習課

蔵書回転率 回 年間貸出冊数／蔵書冊数（蔵書１冊当たりの貸出回数） 1.7 1.8 1.9 2.0 1.6

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）
指標名 単位 算出方法（指標説明）

計画当初 目標値 前年度実績値

1.7 0.9 1.6 94.1% 88.9% まなび推進局
市民図書館

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

120.1% まなび推進局
市民図書館

№ 事業名
今年度の事業評価 今後の方向性

担当所管
実績と課題

担当課
評価

(A/B/C)

168,000 185,882 186,000 99,611 185,000 99.5%市民図書館来館者数 人 市民図書館の来館者数 ー 154,000 159,000

３視点
所管判定

方向性の内容（改善策）
※３視点評価の点数（１００点満点）が６５点以下の視点については、

現状を改善し、高めていくための方策等について記入
今年度の事業実施計画

成果の方向性
必要性

有効性
コストの方向性

効率性

【成果の方向性】
今年度初めて行った「夏のかしばアカデミー」では、市民が講師となり、自身の得意な
ことを、学びたい市民に教えるという取り組みを行い、生涯学習基本計画の基本目標
である「学ぶ」機会の提供と、学んだことを「活かす」機会の提供を行うことができ、非
常に好評であった。引き続き計画の基本目標を達成するため、改善を行いながら、本
事業を実施していく。また、社会教育学級及び関連団体への支援については、今年度
より「社会教育関係団体補助金」を創設し、既存団体への支援から多様な団体への支
援へ方向転換を行った。また家庭教育学級については、学級生減少等により存続が困
難な学級もいくつかみられるが、重要な社会教育団体であることから、新たな活動形
態の検討等を含めて業務を進めていく。
【コストの方向性】
「夏のかしばアカデミー」はコスト（人件費）がかかる事業であるため、改善できるとこ
ろはコストの削減を行っていくことを検討する。他事業については、コストを維持しな
がら、事業の改善や新事業を検討する。

まなび推進局

・夏のかしばアカデミー
市民同士で得意なことを教えあう講座を8月20日に初開催。約30講座を中央公民館
にて1日で実施。5月講師募集、7月受講生募集、8月開催。
・家庭教育学級
市内各小学校の家庭教育学級生の補助金手続きや研修等を行う。4月学級生募集、6
月合同研修会、8月意見交換会、冬頃合同研修会、随時補助金手続き。
・社会教育学級及び関連団体
高齢者学級及び市内社会教育関連団体に対する補助金支給を行う。
・社会教育委員
年3回、社会教育委員会議を開催し、市の社会教育に対し意見をもらう。また各種研修
会、県関連行事の委員との調整や参加を行う。
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現状維持

生涯学習課

①ー１ 生涯学習機会提供事業

◎夏のかしばアカデミー
【実績】
講師募集は定員の３０枠を超える応募があり、最終は２６講座を実施。
受講生は、未就学児から８０歳代まで計４１９人の申込みがあり、当日は計３６０
人の方が参加。
【課題】
実施後のアンケートでは多くの方に満足いただいており、「知らない分野を学べ
る機会になった。」などの意見があり、幅広い層の人々に学びについて考えても
らう機会になり、また講師も自身の学びを活かす機会になり、生涯学習基本計
画の目指す、学びの場、学んだことを活かす機会の創出につながったと考える。
一方で、実施までにプロセスに多くの労力がかかり、職員負担が大きいことが
課題である。

◎家庭教育学級
【実績】
７学級中４学級から「社会教育関係団体活動事業補助金」の申請あり。
また年４回の役員会、２回の合同研修会を開催。
【課題】
コロナによる活動休止、少子化の影響もあり、各学級生が減っており、存続が難
しいまたは存続不可となった学級が半分を占めている。今後学級を維持してい
くための学級生募集及び継続しやすい活動方法等を検討していく必要がある。

◎社会教育関係団体活動事業補助金
【実績】
「高齢者学級」1学級および上述の「家庭教育学級」４学級より申請があり執行。
社会教育関係団体からは１団体の申請となった。
【課題】
今年度初めての補助金となり、周知等に苦慮した。これまでの団体補助から事
業補助への転換を図れたことは大きな成果であった。様々な社会教育関係団体
が活用できる補助制度となっているため、多くの団体に活用いただくために、
今後の周知が重要である。

◎社会教育委員
【実績】
・社会教育委員会議は5月と11月に開催し、社会教育事業の計画や経過につい
て委員から様々な見地から意見をいただいた。3月にも開催予定。
また各種研修にも委員に参加いただき、他地方自治団体等からの参加者と特
色ある取組みについて意見交換・情報共有を通して見識を深めていただいた。

Ａ

43

拡充

77

【成果の方向性】
スポーツ推進委員事業については、今年度より地域でのスポーツ普及を目指し、地域
への派遣事業を試験的に行っており、好評である。引き続き、地域への派遣事業の制
度化を行い、スポーツ普及を図っていく。
また各スポーツイベントについては、競技力の向上や、スポーツを行う機会や機運の拡
大のため、事業を拡大し実施しているが、想定を大幅に上回る申込があり、スポーツに
対する需要の高さがうかがえた。引き続き、より多くの方にスポーツを行う機会を創
出するため、全体の事業としては拡充する方向である。

【コストの方向性】
イベント事業については、スポーツ振興くじ助成金を活用し、コストの拡大（市の自主財
源は維持）を図りながら、事業を拡充し、市民ニーズにこたえていく。
北部地域体育館については長寿命化改修工事を行うことから、体育施設の維持管理
費については拡大の方向である。

まなび推進局

・スポーツ推進委員
6月委員委嘱を行い、地域でのスポーツ普及活動を行う。また委員会議を年3回程度
招集し、今年度事業について協議する。
・市町村対抗子ども駅伝
駅伝に向け、10-11月頃選考会を実施。3月の本番に向け、スポーツ協会協力のもと、
練習会を開催する。
・ニュースポーツデー
2月頃、スポーツ推進員協力のもと、ニュースポーツ、軽スポーツを集めたイベントを市
民向けに実施。
・かしばスポーツweeeeek
10/9のスポーツの日前後をかしばスポーツweeeeekとし、10/9に子どもの競技能
力向上のためのサッカー教室、10月に親子で体を動かすことを楽しむイベントや体力
測定会を開催。また指定管理者と連携し、その他スポーツイベントを開催。

85

拡大

生涯学習課

②ー１ スポーツ活動支援事業

◎スポーツ推進委員
【実績】
13名へスポーツ推進委員の委嘱（任期：2年）。
各種研修への参加の他、ニュースポーツデイの実施を担う。また今年度より放課
後子ども教室への派遣事業を行い、５小学校に出向きの放課後の子どもたち
に、体を動かすことの楽しさを知ってもらう体験事業を行った。
【課題】
今後は地域へ出向き、子どもからお年寄りまで、体を動かすことのきっかけ作
りを広げていく。

◎市町村対抗子ども駅伝
【実績】
これまでは市マラソン大会にて選考を行っていたが、広く選考を行い、準備期
間を長くとるために、１０月・１１月に選考会を２回実施。申込者数２８名から８名
を選出した。
１２月～２月にかけて全２２回練習会を実施。
3月２日本番。
【課題】
特になし

◎ニュースポーツデー
【実績】
ボッチャや、カローリング、軽スポーツなどあらゆる世代が気軽に楽しめる
ニュースポーツ体験イベントを開催。定員数２０８名を上回る３４８名の申し込み
があった。
【課題】
特になし

◎かしばスポーツweeeeek
【実績】
9月に奈良県初のJリーグクラブである奈良クラブの現役選手・コーチがボール
による実技指導教室を行った。定員６０名のところ１６２名の応募あり。
10月に、スポーツ活動に馴染みのない市民にも参加しやすいスポーツアトラク
ション事業と体力測定会を実施。７７３人の申込みがあり、抽選後２３６人が参
加。
【課題】
応募数の多さから関心の高さがうかがえた反面、落選となった申込者について
は需要の取りこぼしとなってしまったため、継続的・また拡大した開催の検討が
必要である。

Ａ

85

拡充

72



施策の方向性（改善策）

・現在、蔵書の更新を進めており、蔵書新鮮度も昨年度同時期より上昇した。しかし、今
年度の更新予定冊数は、更新が必要な冊数の4%程度であり、今後も引き続いて更新
を進める必要があるため、成果・コストとも方向性を現状維持とした。
・電子図書館利用促進のため、利用手続きを簡素化し、様々な場面での電子図書館の
活用を見込み、読み放題パックの導入を行った。その結果、電子書籍の貸出は増加傾
向にある。今後は、図書館利用が困難な方の読書環境整備の一環として、電子書籍も
含めた図書館資料の更なる利用促進を目的とした仕組みの構築が必要である。
・バリアフリーサービスについては実施体制を整え、機会を捉えてお知らせしている
が、今後も更に周知を進める。

まなび推進局

・蔵書の更新
・電子書籍の充実
・図書館利用が困難な方の読書環境整備

82

現状維持

市民図書館

③ー１ 資料情報提供事業
【実績】
・蔵書更新は、児童書を中心に進めた。そのため、蔵書新鮮度も対前年度比で上
昇した。
・電子図書館では、新たに児童書読み放題パックを導入したことにより、閲覧回
数が対前年度比で上昇する結果となった。
・図書館利用が困難な方へは、「バリアフリーサービス」として、対象とサービス
内容の拡充を図った。
【課題】
蔵書更新では、特に乳幼児向けの絵本は傷みやすく、またレファレンス図書につ
いては情報更新の必要性が高い等、その資料特性に応じた更新を行う必要が
あるため、引き続き、取り組むとともに、図書館利用が困難な方の利用に対応
するため、多様な資料の収集に取り組む必要がある。

Ａ

90
現状維持

77

・各種イベント等は、図書館利用のきっかけとなる場合が多く、市民の来館意欲の向上
や図書館利用の継続のため、今後も実施が必要である。
・コロナが５類に移行し、特に児童向け定例行事の定員が撤廃されたこともあり、その
平均参加者数は昨年度よりも増加傾向にある。それぞれの行事は、ボランティアとの
連携協力等により実施しているため、更なるコスト削減は困難であり、コストの方向性
を現状維持とした。
・一般向けの講座等については、ボランティア養成講座の参加者が多く、目標値を上回
る見込みである。また、60代以上の参加者が多くなる傾向にあり、高齢者のボラン
ティア希望者が一定数存在すると考えられることから、今後、ボランティアの定着へ向
けた取組みが必要である。また、講座内容も、ニーズを見極めて工夫や調整を行い、効
率化を図りながら継続的な実施について検討を進める。

まなび推進局

・各種イベントや図書のテーマ展示の実施
・講座開催によるボランティア等の養成と資質向上
・学校園等との連携による子どもの読書関連事業の実施
・広報やホームページ等での図書館情報の発信

77

現状維持

市民図書館

③ー２ 読書普及活動事業 【実績】
・新型コロナの5類移行に伴い、各種イベントの利用制限を撤廃した。そのため、
定例行事の参加者数は前年度を上回る結果となった。
・子ども読書活動推進講座として「読み聞かせボランティア養成講座」を開催し
たところ、想定を上回る申込みがあり、受講者の読書に係わるボランティアへの
理解を深め、活動へ参画する機会となった。
・学童へは夏休みにボランティアの協力のもと「本のお楽しみ会」を開催し、2学
期より再開した放課後子ども教室へは依頼により読み聞かせ訪問を実施した。
【課題】
・幼保こども園へは、巡回文庫訪問時に読み聞かせを行っており、読書への動機
づけはできていると考えているが、学校に関しては、コロナ前と比較してブック
トーク等の依頼件数が減少しており、学校との連携による読書の啓発のための
取組みを進める必要がある。

Ｂ

80

現状維持

77

担当課評価 成果の方向性 コストの方向性

次年度の方向性

目指す姿である「いつでも、どこでも、誰でも、楽しく生涯学習やスポーツに取り組むことができる環境を
整える」ことを実現するため、生涯学習基本計画の基本目標である「学ぶ」機会及び学んだことを「活かす」
機会の提供、そして学ぶ環境の充実を図っていく。
・図書館においては、令和6年度に図書館システムの更新を予定しており、DX化による利便性の向上と蔵
書更新の継続、学校園等との連携強化による子ども読書活動の推進と特別な配慮が必要な子どもへサー
ビスの検討。

Ａ 3 事業 拡充 1 事業 拡大 1 事業

Ｂ 1 事業 現状維持 3 事業 現状維持 3 事業

Ｃ 0 事業 縮小 0 事業 縮小 0 事業

休廃止 0 事業 休廃止 0 事業



令和５年度 行政評価 進捗管理シート
目指す姿

施策の主な取り組み

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業

◆指標の達成状況

■実施する主な事業の評価

施策の方向性（改善策）

（第5次総合計画 前期基本計画 69-70 ページ）

政策名 3 誰もが等しく、生涯輝き続けるために。（人権・協働・文化）
気軽に文化財について学習できる環境が整備されており、文化財を通じて、まちに愛着
と誇りが持てている。

施策名 16 歴史文化財の保存と継承・展開

概要 総合戦略

①ー１ 博物館活性化事業
博物館ＤＸ化推進事業により、誰もが楽しく学び、知的体験を享受できるデジタルミュージアム
の実現を目指します。また、特別展や講演会・講座の開催、学校との連携による博学連携教育の
推進等、多様な年齢層へ本市の歴史文化財の魅力向上に繋げる事業を展開します。

●

ＳＤＧｓ該当分野

① 二上山博物館機能の充実

地域の歴史・文化を学習する拠点として、また情報発信の拠点として、二上山博物館の機能を
充実させます。

№ 名称

博物館入館者数 人 二上山博物館の入館者数 7,479 8,000 8,500 9,000 7,905

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）
指標名 単位 算出方法（指標説明）

計画当初 目標値 前年度実績値

8,000 4,857 7,249 90.6% 90.6% まなび推進局
文化財課

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

② 文化財の保護・啓発

文化財を後世に保存・継承するために必要な措置を講ずるとともに、文化財の魅力を発信し
て、活用及び啓発を行います。

№ 名称 概要 総合戦略

900 1,070 1,100 1,042 1,590 144.5%博学連携参加者数 人 博学連携参加者数 719 800 850

②ー１ 文化財保護啓発事業
市内にある文化財の基礎資料の収集・蓄積、遺跡の保護等を行います。また、歴史講座やイベン
トの開催により、文化財・遺跡の活用を図り、広く普及、啓発活動を行います。

●

②ー2 市史編纂事業
市史編さん委員会委員の人選を行い、編集方針や内容・構成などの市史編纂に伴う基本計画を
策定するとともに、執筆編集を行う市史編集委員会の委員の人選を進め、市史編纂に向けての
組織体制を整備します。

198.8% まなび推進局
文化財課

指定文化財の件数 件 国・県・市指定文化財の件数（累計） 42 43 44 45 43

今年度の進捗

（R1） R６ R１０ R１４ （R４） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）
指標名 単位 算出方法（指標説明）

計画当初 目標値 前年度実績値

44 44 44 100.0% 102.3% まなび推進局
文化財課

目標達成度
（当該年度比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

担当所管

89.9% まなび推進局
文化財課

№ 事業名
今年度の事業評価 今後の方向性

担当所管
実績と課題

担当課
評価

(A/B/C)

1,700 1,566 1,600 915 1,438 89.9%史跡公園利用者数 人 尼寺廃寺跡学習館の利用者数 1,585 1,600 1,650

３視点
所管判定

方向性の内容（改善策）
※３視点評価の点数（１００点満点）が６５点以下の視点については、

現状を改善し、高めていくための方策等について記入
今年度の事業実施計画

成果の方向性
必要性

有効性
コストの方向性

効率性

・成果は現時点で十分に上がっているため、現状維持の方向性が適切と考えられる。
・コスト面においては、プロジェクションマッピング等の博物館DX化に向けて、より注
力していく必要があると考えられる。
・また、博学連携においては、地元の幼稚園児や小学校児童により的確に歴史が伝わ
るよう、博物館事業等に努める必要がある。

まなび推進局・プロジェクションマッピングやAR・VR等の展示設備を導入して博物館DX化事業を
進める。
・特別展や企画展等の各種展覧会をはじめ、公開講演会や歴史講座等を開催して文化
財への普及啓発に努める。
　・小中学校等と連携して博学連携教育（郷土学習授業）を推進し、郷土の歴史や文化
財の普及啓発を行う。

85

現状維持

文化財課

①ー１ 博物館活性化事業
【実績】
博物館DX事業による展示設備のリニューアルについては、稼働時期が年度末
であることから次年度に効果が見込まれる。
特別展の開催や子供向けワークショップ等の開催により、博物館入館者はコロ
ナ禍前の状態に回復してきている。また、博学連携教育については、市内の小
中学校に利用促進を啓発したところ、目標値を上回る利用者数があった。
【課題】
展覧会や講演会等については一定の利用者数が見込まれるが、新たに導入し
た展示設備との相乗効果により、如何に広報・周知して利用者数の増加が図れ
るかが大きな課題である。

Ａ

67
現状維持

80

・成果、コスト共に現時点で十分に成果が出ているため、現状維持の方向性が適切と
考えられる。
・文化財の管理については、保護審議会や史跡整備検討委員会の助言を得ながら、適
切に進める必要があると考えられる。
・歴史講座や地域学習講座等を開催し、市民に香芝の文化財により興味・関心を持っ
ていただけるように取り組みを進める必要があると考えられる。

まなび推進局
・市内に所在する文化財の維持管理に努めるとともに、文化財保護審議会委員の指導
に基づき、保存に向けた施策を講じる。
・歴史講座や地域学習講座等の開催により、文化財の普及啓発を行う。
・尼寺廃寺跡史跡公園等の文化資源の活用を通じて文化財の普及啓発を行う。

85

現状維持

文化財課

②ー１ 文化財保護啓発事業
【実績】
狐井稲荷古墳や土山古墳の保存に向けた発掘調査を進め、狐井城山古墳・狐井
稲荷古墳については国史跡候補リストに搭載されることになった。
文化財保護指導委員や課員による文化財の巡視活動を実施した結果、今年度
も文化財の破損や盗難等の被害は無く、また、遺跡の無届行為による開発は皆
無であった。
尼寺廃寺跡史跡公園では、博学連携教育による施設の利用を促進した。
【課題】
市内に所在する文化遺産を如何に活用して、観光客の誘致や利用・促進を図れ
るかが今後の大きな課題である。

Ａ

75
現状維持

80

・成果、コスト共に今後の事業推進の観点から、拡大の方向性が適切と考えられる。
・市史編さん委員会は、定期的に開催し委員の意見を取り入れながら、スケジュールに
沿って進める必要があると考えられる。
・市史編集委員会では、各部門のごとに作業を行い、その中でスケジュール調整を定
期的に行い、体制を整備する必要があると考えられる。

まなび推進局

・市史編さん委員会委員を組織して市史の編集方針や刊行計画等について審議する。
・市史編集委員会を組織して市史編集体制を整備する。

85

拡大

文化財課

②ー2 市史編纂事業
【実績】
市史編纂事業に伴って市史編さん委員会を設置した。同委員会では、市史の構
成や編纂スケジュールなどについて検討され、基本方針としてまとめていただ
いた。
【課題】
次年度に組織する市史編集委員会について、市史の執筆が円滑に進められる
ように、如何にして組織体制作りを進められるかが大きな課題である。

Ａ

67
拡充

80

事業

担当課評価 成果の方向性 コストの方向性

Ｂ 0 事業 現状維持 2 事業

0

次年度の方向性

博物館DX化事業を周知し、利用者のサービス向上を推進する。
国庫補助金事業による狐井稲荷古墳や土山古墳の発掘調査を進め、成果を博物館の展覧会や講演会・講
座等を通じて公開・活用するとともに、市内外に本市の文化財の普及啓発を図る。
市史編纂事業に向けて、未知の文化財の調査研究を進めるとともに、市指定文化財に指定して保存を図
る。

Ａ 3 事業

Ｃ 0 事業 縮小 0

拡充 1 事業 拡大 1

事業

休廃止 0 事業 休廃止 0 事業

現状維持 2 事業

事業 縮小


